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合併症のことを考えると早期であれば手術が望
ましい。TORS の症例は全国的にも増加傾向に
あり、当院でも順調に症例を重ねている。沖縄
県で TORS ができるのは、今のところは当院
のみである。ロボット支援手術は継続して発展
しており、ロボット支援下甲状腺手術、頸部郭
清術なども開発が進んできており、今後も頭頸
部領域での適応は拡大していくと思われる。

【まとめ】
　頭頸部がんの治療はがんの根治だけではな
く、機能性や審美性の問題も考える必要がある。
また重複癌も多いため、その対応も必要である。
内視鏡機器、手術機器の発達に伴いがんの根治
性を高めつつ機能温存することが可能となって
きた。手術、放射線療法、薬物療法、免疫療法
を駆使して、よりよい治療を目指していきたい。
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文書映像データ管理システムについて（ご案内）
　さて、沖縄県医師会では、会員へ各種通知、事業案内、講演会映像等の配信を行う「文書映像デー
タ管理システム」事業を平成 23 年 4 月から開始しております。
　また、各種通知等につきましては、希望する会員へ郵送等に併せてメール配信を行っております。
　なお、「文書映像データ管理システム」（下記 URL 参照）をご利用いただくにはアカウントとパス
ワードが必要となっており、また、メール配信を希望する場合は、当システムからお申し込みいただ
くことにしております。
　アカウント・パスワードのご照会並びにご不明な点につきましては、沖縄県医師会事務局

（TEL098-888-0087　担当：宮良・國吉）までお電話いただくか、氏名、医療機関名を明記の上
omajimusyo@okinawa.med.or.jp までお問い合わせ下さいますようお願い申し上げます。

○「文書映像データ管理システム」
　URL ：https://www.documents.okinawa.med.or.jp/Dshare/header.do?action=login
　  ※ 当システムは、沖縄県医師会ホームページからもアクセスいただけます。




